
１．実施期間

２．周知方法

３．素案の掲示方法

４．市民説明会の開催
開催日 時間 参加者数（人）

平成29年12月14日 18:30～20:30 4
平成29年12月16日 14:00～16:00 4
平成29年12月18日 14:00～16:00 5
平成29年12月20日 18:30～20:30 1

合計 14

５．意見の表明方法と件数
表明方法 表明者数（人） 意見数

（１）持参 4 16
（２）郵送 0 0
（３）電子メール 4 28

合計 8 44

６．テーマ別意見数

1 10
2 5
3 4
4 4
5 2
6 2
7 2
8 2
9 2

10 1
11 1
12 1
13 1
14 1
15 1
16 1
17 4

44

多摩平の森　ふれあい館
平山季重ふれあい館

人材確保

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
看護小規模多機能型居宅介護
介護医療院

地域包括支援センター

特別養護老人ホーム、グループホーム

パブリックコメント

介護保険料

介護保険制度
総合事業

介護保険運営協議会
事業所経営

【資料2－1】日野市介護保険運営協議会（平成29年度第8回_H30年1月26日）

その他

第３期日野市高齢者福祉総合計画（素案）
パブリックコメント結果報告書

　「第３期日野市高齢者福祉総合計画（平成30年度～平成32年度）」の策定にあたり、広く市民の皆

様のご意見をお聞きし、より良い計画とすべく、計画の素案についてパブリックコメントを実施しまし

た。　その結果について、以下に報告します。

開催場所
日野市役所5階505会議室
七生福祉センター

平成29年12月9日（土）から平成30年1月9日(火）まで

（1） 市の広報紙である「広報ひの」平成29年12月1日号に掲載しました。
（2） 市のWEBページに平成29年12月9日から掲載しました。

（2） 高齢福祉課窓口、支所、連絡所、市内の各図書館に、閲覧用の素案を掲示しました。

（1） 市のWEBページに、平成29年12月9日から平成30年1月9日までの間、電子データを掲示しま
した。

認知症施策
家賃助成

就労や社会参加
配食サービス
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７．意見の概要と市の考え方

(1)  介護保険料の改定

　【市の考え】

(2) 特別養護老人ホーム、グループホームについて

　【市の考え】

（3） その他

８．所管部署
日野市健康福祉部高齢福祉課

日野市は、特別養護老人ホームは120床規模の施設を多摩平の森に整備する計画ですが、
優先的に入所が必要とされる人が140人を超えており、高齢化が急速に進んでおり、更に増
設が必要です。認知症の人などが必要とするグループホームの増設も要請します。

特別養護老人ホームは第３期においては、多摩平で120床を整備していきます。
特養に待機している方の中には、特養以外の施設、病院、自宅等で継続的なケアを受けて
いる方もおり、そのような場合、必ずしも即時の入所を希望されないこともあります。また、本
人の身体・精神状況等によっては直ぐに入所できない場合もあり、待機している全ての方が
入所できる状況にはありません。
在宅での療養を重視していく国の方針を考慮して、今後の施設整備のあり方を考えていく必
要もあると考えております。
グループホームは、特養とサービス内容が競合する要素があるため、現時点では特養を優
先的に整備していきたいと考えておりますが、必要性は認識しています。

その他、介護保険事業所の人材確保や事業所経営に関すること、認知症対策、家賃助成、
意見募集手続きなどについて多数のご意見をいただきました。

　今回のパブリックコメントでは、非常に多くのご意見をいただき、また多くの方に市民説明

会にお越しいただきました。日野市における今後の高齢者福祉の在り方について、非常に強

い関心を寄せていらっしゃることが、ご意見からも窺われます。

　中でも特にご意見の多かった事項について、次のとおりご報告します。

介護保険料の改定については、非常に多くのご意見をいただきました。特に、介護給付準備
基金の全額取り崩しによる介護保険料の上昇幅の抑制や低所得者の負担減を要望される
ご意見が多く見られました。

今回の介護保険料は、第7期介護保険事業計画期間だけではなく、団塊の世代が後期高齢
者になる平成37年度まで見据えたものとなっています。基金については、残高の約85%を程
度取り崩し、収納率はパブリックコメント時98.5％を見込んでいましたが、過去の実績を踏ま
え98.8％を想定し、介護保険料の上昇幅の抑制に努めています。
また、低所得者の負担の軽減を図るため、合計所得金額が1,000万円以上の方の保険料率
を、引き上げています。
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